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第2回アジア学術会議開催される
平成7年3月　日本学術会議広報委員会

　今回の日本学術会議だよりでは，新規に学術研究総合調査費などを計上した平成7年度予算及び2月に開

催された第2回アジア学術会議の概要についてお知らせします。

平成7年度日本学術会護予算

平成7年度政府予算（案）は，平成6年12月25日に閣

議決定されましたが，日本学術会議関係の予算決定額

は，11億2，339万4千円でした。その概要については次

のとおりです。

【主な経費の概要】

（1）学術研究総合調査

　　　　　　　　　　　15百万円（平成7年度新規）

　　科学研究者の研究環境の改善と研究意欲の向上に

　関して，国内において意識調査及び実情調査を行う

とともに，外国においても実情調査を行い，結果を

整理・分析し，日本学術会議において問題解決のた

めの有効な方策について提言するもの。

（2）アジア学術会識の開催

　　　　　　　　　　　　　22百万円（昨年度同額）

　　アジア学術会議は，アジア地域の各国を代表する

　科学者が一堂に会し，アジア地域において学術の果

　たす役割，学術交流の在り方等について討議するこ

　とにより，相互理解を深め信頼関係を築くとともに，

　アジア地域ひいては世界の学術の発展に資するため

　に実施するもの。

平成7年度日本学術会講関係予算決定額豪 （単位：千円）

事　　　　　項 予算決定額 備　　　　　　　　　考

日本学術会議の運営に必要な経費 1，123，394 対前年度比　93．5％

1　審　　議　　関　　係‘費 292，820 重要課題の特別検討，移転準備委員会，I　G　B　Pシンポジウム，

公開講演会，学術研究総合調査（新規）等

2　国際学術交流関係費 208，750

（1）国　際　分　担　金 69，505

（2）国際会議国内開催 66，211 7年度開催（神経生理学，健康教育，ロボット，憲法，真空物

理学，獣医学の6会議）
8年度開催（理論・応用力学，国際関係，熱帯医学，地域学会，

化学熱力学，畜産学の6会議）

（3）代　　表　　派　　遣 44，006

（4）二　国　間　交　流 6，823

（5）アジア学術会議の開催 22，205

3　会員推薦関係　費 20，000

4　その他の事務費等 601，824 一般事務処理費等

第2回アジァ学術会議～科学者フォーラム～

の概要について

　日本学術会議は，アジア地域の各国科学者の代表を

東京に招き，本年2月6日（月）から9日㈹までの4日間，

三田共用会議所（東京都港区）において第2回アジア

学術会議～科学者フォーラム～を開催しました。

　会議には，中国，インド，インドネシア，日本，大

韓民国，マレーシア，フィリピン，シンガポール，タ

イ，ベトナムの10か国の学術推進機関（アカデミー等）

から推薦された人文・社会科学系及び自然科学系の科

学者20名が出席し（日本からは伊藤正男日本学術会議

会長及ぴ利谷信義副会長が出席），「アジアにおける学

術交流のための方策」をメインテーマとして活発な討

議を行いました。

　初日の6日には，タイのチュラポン王女殿下，イン
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ドのメノン博士による特別講演が行われたほか，高岡

維理府次長（内閣総理大臣あいさつ代読），藤田学士院

院長をはじめ，国会議員，関係学協会の方々約200名を

お迎えし，開会式及び歓迎レセプションが開催されま
した。

　翌7日からは，それぞれの国籍や専門分野を超えて，

アジア地域における学術の振興という共通の目的の下，

熱心な討議が行われました。

　その結果は，次項議長サマリーとして取りまとめら

れ，9日に無事閉会しました。

　開催に当たり御支援，御協力いただきました方々に

厚くお礼申し上げます。

　　　　護長サマリー（要約・仮訳）

第2回アジア学術会議～科学者フォーラム～

　　　　　1995年2月6日～9日，東京

1．第1回アジア学術会議（1993年11月，ACSC）の提

案に基づき、第2回アジア学術会議が日本学術会議

の主催により，アジアの10力国から20名の科学者を

集めて開催された。参加国として新たにベトナムが

加わり，暖かく迎えられた。開会式において，タイ

王国のチュラポン王女殿下及びインドのメノン博士

による「アジアにおける学術交流のための方策」を

テーマとした講演が行われた。また，村山総理大臣

及び藤田学士院院長から祝辞が送られた。

2．前回の議長サマリーの諸原則を議論の出発点とし，

最近の科学の動向，21世紀に向けた世界の状況を踏

まえ，アジアの科学者の継続的かつ効率的な学術交

流のためのテーマを巡って総合的な検討がなされた。

3．討議の中で，参加者は，経験に基づくユニークで

　示唆に富むアイデアを紹介し，幅広い観点から意見

　を交換した。要点は次のとおりである。

　（1）科学分野における協力は，人々の「生活の質」

　　の向上だけでなく，アジア地域における「持続可

　　能な発展」も目的としなければならない。

　（2）環境破壊，人口爆発等の地球的課題への取組み

　　に際し，人文・社会科学者と自然科学者が密接に

　　協力していくことが重要である。

　（3）アジア地域においてとりわけ重要な「持続可能

　　な発展」を確保し，国際的な共同研究を促進する

　　ために，人材育成が重要である。このための国際

　　協力は，平等互恵の原則の下に推進されなければ

　　ならない。

　（4）化学，農学，医学等の特定の分野において現在

　　行われている，・また，将来行われるであろういく

　　つかの試み（「アジア化学推進機構」，「アジア応用

　　システム分析研究所」，「アジア伝統医学推進機構」，

　　「自然災害の緩和のための科学協力」）が地球的課

　　題を解決するための方策として紹介された。また，

　　「共生」という概念に関して議論があった。
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4．参加者はACSCにおける中長期的な研究目標として

「持続可能な発展」を取り上げた。このテーマは，さ

らなる検討を通じて，より扱いやすいサブテーマヘ

と細分化される必要がある。また，21世紀を見据え

つつ，アジアの知の伝統を生かし，人文・社会科学

及び自然科学の融合を図るという，新たな観点から

研究を行っていくことも将来の目標である。

5．これらの問題を議論する場として，ACSCのあり
方は大きな関心を集めた◎

　将来の展開としてACSCを恒久的な組織にするこ

　との可能性についても議論があった。参加者は別紙

に示された基本理念，目的及ぴ活動に概ね同意し，

各自，持ち帰って関係方面とさらに議論することと

なった。

6．ACSCの目標を達成するため，参加者は努力を続け

　ることに同意し，少なくとも新組織が確立するまで

　の間は日本学術会議によりACSCが毎年開催されるこ

　と，また，将来的には日本以外でも開催されること

　が望まれた。なお、日本学術会議が新組織の事務局

　となり，また，各国は各々の窓口となる機関を決め

　るべきであるとされた。

新組織について

　1．基本理念
　　a．アジア共通の課題について審議，建議する組

　　　織

　　b．アジアの知の伝統を踏まえ，人文・社会・自

　　　然科学の融合を図る組織

　　c．アジア域内各国各地域に広く開かれ，他の国

　　　際学術団体とも連携を図る組織

　2．目的
　　　「持続可能な発展」と「生活の質」の向上を目

　　指して国際学術協力を推進するため，人文・社会・

　　自然各分野の科学者が国籍や専門を超えて意見，

　　情報の交換を行う場となること。

　3．活動
　　a．科学者に関する提案とそのフォローアップ

　　b　学術情報の収集・解析・普及

　　c．アジアの学術界の連携強化

　　d．進行中の研究活動の評価・調整

　　e．総会の開催，シンポジウム・ワークショップ

の支援

日学双書の刊行案内

　日本学術会議主催公開講演会の記録をもとに編集さ

れた次の日学双書が刊行されました。

　日学双書Nα22「尊厳死の在り方」

　　〔定価〕　1，000円（消費税込み，送料240円）

※問い合わせ先

　　働日本学術協力財団（〒106港区西麻布3－24－2

　　交通安全教育センタービル内　魯03－3403－9788）
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